
上信越高原国立公園の公園計画の変更に関する
パブリック・コメントの実施結果について

１ 意見募集方法の概要

（１）意見募集の周知方法
変更案概要を環境庁ホームページに掲載
記者発表（環境省記者クラブ・県記者クラブ）
地元紙掲載
資料の配付

（２）変更案の確認方法
環境省自然環境局国立公園課，中部地区自然保護事務所で，変更案（公園計画書及
び図面）を閲覧可能

（３）意見提出期間
平成１４年５月１日から５月３０日まで（３０日間）

（４）意見提出方法
郵送，ファックス又は電子メール

（５）意見提出先
環境省自然環境局国立公園課

２ 意見募集の結果

・封書によるもの ８通
・ファックスによるもの ７通
・電子メールによるもの ７通

合 計 ２２通

３ 整理した意見総数

・今回の変更案に係るもの ２８件
・その他の意見等



上信越高原国立公園の公園計画の変更に関するパブリックコメントの実施結果

番号 ご 意 見 件数 対 応 方 針

１ 乗り入れ規制に賛成する意見 １０ 環境省案は、パブリックコメント案のとおり乗り入れ規制地域を指定する
＊規制後は規制の周知徹底を求める。 ものとします。
＊もっと広い区域を規制するよう求める。 規制後は、パトロールや啓発看板、関係者への連絡等により、規制の周
＊利用の棲み分けを求める。 知徹底を図ります。また自然環境の保全やライチョウの保護等は、乗り入れ

規制以外の方法でも進めていく考えです。
２ 乗り入れ規制に反対する意見 ２ 利用の棲み分けに関しては、国立公園の中での棲み分けを考えるので
＊その他の手段でライチョウ保護や植生保護を求める。 はなく、地域として棲み分けを考える必要性があります。その場合、国立公
＊スノーモービルの利用に関しては、モビラーの自主規 園の特別地域内については、積極的に利用を推進するのは控えたい考え
制に任せることを求める。 です。
＊利用の棲み分けを求める。

３ 野営場計画に賛成する意見 ３ 環境省案は、パブリックコメント案のとおり２野営場施設計画を追加する
＜条件＞ ものとします。
＊整備は最小限度にすることを求める。 今回は無秩序な野営による、高層湿原や高山植物への影響を防ぎ、適
＊利用者のマナー啓発等、適切な利用誘導を求める。 切な利用を誘導するため、野営場計画を追加して整備を進めていこうとす
＊自然環境に配慮した施設整備を求める。 るものです。自然環境に配慮しつつ、最小限度の整備を図る考えです。
＊野営範囲を限定することを求める。 マナー啓発や屎尿対策、高層湿原の保全管理等については、今後とも
＊屎尿処理等の対策を十分考慮することを求める。 取り組んでいく考えです。
＊高層湿原の保全を求める。 なお、これらの意見については、今後の事業実施や業務の参考にしま

す。
４ 野営場計画に反対する意見 ２
＊トイレの利用による高層湿原への影響、下流水系の水
質汚濁を懸念する。
＊施設整備による樹木等の破損を懸念する。

５ 索道運送施設計画に関する意見 ４ 索道運送施設については、上部駅周辺の展望利用を考えています。特
＊四阿や休憩所、散策路等園地整備の検討を求める。 に新しい施設整備は検討せず、既存のスキー場施設を利用する考えで
＊ゴミのポイ捨て注意等、適正利用誘導を求める。 す。
＊高齢者や自力で自然景観に親しむことができない人に 利用者のコントロールを図るため、事業者により監視員の配置や必要に
とって格好の施設であるので賛成。 応じたロープ柵の設置も検討されています。



６ 藤巻山歩道に関する意見 ７ 今後の事業実施や業務の参考にします。
＊歩道整備事業を求める。
＊慎重な歩道整備を求める。
＊ゴミのポイ捨て注意等、適正利用誘導を求める。

７ その他意見等 次回点検の際及び今後の業務の参考にします。
＊ライチョウを見かける数が少なくなった。
＊スノーモービルが走行する春先は、ライチョウの繁殖シ
ーズンでもある。今年度もキャタピラー跡を見つけた。
＊登山利用者により、植生踏み荒らし、植物の盗採などが
見られる。ライチョウ保護も対登山者にしては十分では
ない。環境行政の徹底を求める。
＊無償での公園計画図及び詳細図面等の提供を求め
る。
＊パブリックコメントの内容に関する情報をもっとインター
ネットで公開することを求める。
＊上信越高原国立公園内の施設整備を求める。（計画変
更箇所ではないところ）
＊笹ヶ峰等をゆったりと自然観賞する地域とし、環境収容
力の小さい自然に対する入り込み数は少なく留めるよう
な公園計画を求める。 他


